
’

客
観
的
心
理
學
に
就
て
、

千
　
葉
　
　
胤
　
成

凹

？o

　
客
名
籍
心
理
學
と
云
ム
と
き
は
吾
人
は
直
に
ベ
ヒ
・
7
レ
フ
の
”
b
ぴ
虞
馨
Φ
譲
望
魯
。
8
α
q
一
φ
、
”
を
恩
起

す
の
で
あ
る
が
、
蝕
に
所
謂
客
槻
的
心
理
學
は
此
の
如
き
狭
義
の
も
の
を
意
味
す
る
竜
の
で
は
な

い
。
即
所
謂
客
観
的
心
理
學
は
極
め
て
贋
義
の
も
の
を
意
解
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
親
近
英
米

爾
燈
心
に
露
國
に
勃
興
し
て
居
る
諸
種
の
傾
向
を
包
括
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
昆
等
諸
傾
向

は
固
よ
う
零
丁
趣
を
異
に
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
從
來
の
心
理
學
に
比
し
著
し
く
客
観
的
傾
向

を
帯
び
て
居
る
と
い
ム
織
に
託
て
相
一
致
す
る
所
が
あ
る
。
吾
入
は
鼓
に
軍
に
客
観
的
傾
向
と

呼
ば
う
と
患
ふ
。
蓋
し
国
警
的
て
ふ
語
は
後
に
蓮
ぶ
る
が
如
く
甚
だ
暖
国
で
は
あ
る
が
夫
丈
包

容
性
を
有
す
る
乙
と
が
多
い
か
ら
し
て
、
今
は
暫
く
既
客
観
的
傾
向
て
ふ
語
を
用
ゆ
る
こ
と
に
す

る
。
然
る
に
從
來
の
心
理
學
よ
ウ
竜
著
し
く
客
槻
的
傾
向
を
帯
び
て
居
る
是
等
の
心
理
學
は
凡

　
　
　
　
客
魏
麟
「
心
理
學
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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醤
學
研
究
　

第
二
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
G

そ
之
を
三
つ
に
興
せ
し
む
る
こ
と
が
出
国
る
。
　
即
機
能
心
理
學
的
傾
向
、
行
動
心
理
學
的
傾
向
、
反

射
心
理
學
的
傾
向
是
で
あ
る
。
以
下
各
に
就
て
其
要
旨
を
述
べ
や
う
。

tu

　
先
づ
機
能
心
理
學
的
傾
向
と
云
ふ
の
は
エ
ン
ぜ
ル
ガ
ル
キ
ン
ス
の
一
涙
に
よ
ウ
て
創
始
せ
ら

れ
π
所
で
あ
る
。
　
エ
ン
ゼ
ル
は
共
心
導
管
に
於
て
主
と
し
て
常
人
の
意
識
的
事
實
及
其
梼
成
並

に
活
動
の
様
式
鞍
壷
登
展
を
研
究
す
る
に
あ
ウ
と
し
．
難
事
心
理
學
、
憂
態
心
理
學
、
瀧
會
心
理
學
及

動
物
心
理
學
よ
ら
材
料
を
と
う
來
ム
、
特
に
心
的
事
實
に
俘
ふ
生
理
作
用
に
注
意
せ
る
の
み
な
ら

ず
、
　
気
重
郵
亭
物
的
還
境
に
糊
封
懸
る
順
鷹
の
仕
方
を
重
観
し
て
居
る
。
　
献
杯
ア
キ
ン
ス
ば
自
ら
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

能
心
理
學
を
批
評
し
て
居
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
此
細
々
に
野
す
る
順
鷹
の
厭
態
を
旧
暦
重
観
し
、
心

理
學
は
還
境
に
翼
づ
る
關
係
に
於
け
る
自
我
の
學
な
う
と
定
面
し
て
居
る
の
を
以
て
見
れ
ば
亦

根
本
に
於
て
同
一
傾
向
に
属
す
乏
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
彼
に
あ
う
て
は
還
境
に
甥
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

反
慮
は
生
理
的
の
外
蓋
會
的
面
影
を
有
し
て
居
る
が
、
此
に
あ
ウ
て
は
貞
我
に
特
に
關
係
あ
る
竜

の
と
せ
る
織
に
於
て
稗
其
趣
を
異
に
し
て
居
る
に
過
ぎ
澱
。

　
次
に
行
動
心
理
學
蝕
傾
向
は
マ
ク
ー
3
ウ
ガ
ル
ブ
ト
ソ
ン
、
メ
貰
メ
ヲ
罫
等
の
唱
導
す
る
所
で
あ
っ
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℃
．
心
理
學
を
以
で
面
諭
叉
は
動
物
の
『
行
動
』
（
ご
σ
①
｝
一
碧
一
。
㌦
ご
を
研
究
す
る
に
み
ム
と
し
て
居
る
。

Ψ
ク
ド
ゥ
ガ
ル
に
よ
れ
ば
．
吾
人
は
自
己
の
意
識
の
直
接
知
識
を
有
す
る
も
他
人
の
意
識
に
至
ウ
て

は
其
行
動
に
よ
ウ
て
推
す
る
に
過
ぎ
綴
。
　
故
に
之
の
み
に
よ
う
て
画
言
入
類
に
適
用
せ
ら
る
べ

き
結
論
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
來
諏
。
即
獄
門
と
し
て
の
心
理
學
の
任
と
す
る
所
は
生
物
の
行

動
を
記
載
す
る
に
あ
ウ
．
詳
言
す
れ
ば
有
機
膿
が
全
膿
と
し
て
の
活
動
或
は
統
一
膿
と
し
て
の
活

動
を
研
究
す
る
に
あ
も
と
し
て
居
る
。
　
ワ
ト
ソ
ン
も
亦
純
粋
客
槻
的
實
験
的
自
然
銀
學
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黛
）

と
し
て
恰
か
も
物
理
學
化
學
の
如
く
内
省
を
要
せ
ず
意
識
の
問
題
を
煩
は
さ
ず
し
て
行
動
の
研

究
を
行
ふ
こ
と
が
轟
來
る
と
云
っ
て
居
る
が
、
而
か
も
此
の
如
き
心
理
學
は
從
來
の
内
雀
的
學
と

し
て
の
心
理
學
の
重
要
問
題
を
忘
る
㌧
竜
の
に
あ
ら
ず
、
却
ウ
て
其
等
問
題
の
解
明
に
役
立
つ
竜

の
で
あ
る
と
し
て
居
る
。
併
し
其
著
は
其
名
の
示
す
如
く
比
較
心
理
學
の
入
門
に
過
ぎ
諏
。
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

ク
ー
3
ウ
ガ
ル
ブ
ト
ソ
ン
は
心
理
學
は
行
動
の
學
な
る
之
と
を
明
言
し
て
居
る
が
バ
言
々
リ
ー
に
至

ム
て
は
鞘
趣
を
異
に
し
て
居
る
。
即
下
竜
云
っ
て
居
る
や
う
に
一
般
生
物
學
殊
に
動
物
學
、
紳
纏

學
、
平
生
學
、
比
較
心
理
學
及
人
類
學
の
研
究
を
と
う
來
う
て
人
類
行
動
の
分
解
を
試
み
、
か
く
て
心

的
及
励
會
的
現
象
は
凡
て
生
物
學
的
用
語
に
蹄
せ
し
あ
得
る
こ
と
恰
か
も
生
活
現
象
が
化
學
的

物
理
的
用
語
に
蹄
せ
し
め
得
る
が
如
し
と
し
て
居
る
が
、
此
の
如
き
、
試
が
心
理
學
な
う
や
否
や
に

　
　
　
　
雰
糎
的
心
理
墨
’
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



3・Z

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
二
＋
こ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

就
て
は
何
等
云
ふ
所
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
第
三
に
反
射
心
理
筆
工
傾
向
と
云
ふ
の
は
べ
ヒ
タ
レ
フ
の
主
張
す
る
所
で
あ
っ
て
心
理
學
の

概
念
を
甚
だ
至
聖
に
解
し
意
識
現
象
の
み
な
ら
ず
一
般
心
的
生
活
の
學
な
動
と
し
て
居
る
。
或

は
之
を
客
観
的
心
理
學
と
名
け
て
居
る
が
、
吾
人
の
廣
義
の
客
観
的
心
理
學
と
混
同
す
る
恐
が
あ

る
か
ら
、
鼓
に
は
反
射
心
理
學
の
名
を
と
る
こ
と
＼
す
る
。
　
べ
七
プ
レ
フ
に
よ
れ
ば
心
理
學
の
任

務
は
甚
だ
毒
心
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
心
的
作
用
言
心
的
作
用
に
近
き
又
は
之
と
直
接
の
關
係
を

有
す
る
生
物
識
的
作
用
の
研
究
亦
心
理
學
の
野
象
で
菰
け
れ
ば
な
ら
諏
。
所
謂
心
的
は
唯
に
主

観
的
の
み
な
ら
ず
常
に
其
に
件
ふ
拶
髄
内
の
客
観
的
或
は
物
質
作
用
を
意
味
す
る
。
」
即
心
的
は

實
際
は
『
聯
経
心
』
（
”
セ
①
謹
ε
塁
畠
Φ
．
、
）
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
外
部
影
響
と
此
紳
経
心
の

外
部
現
象
と
の
問
の
關
係
を
研
究
す
る
所
の
も
の
を
彼
は
『
精
憩
反
射
學
』
（
㌔
塁
畠
自
亀
Φ
巴
0
8
σ
◎
6
、
．
）

或
は
『
客
観
的
心
理
學
』
（
こ
○
げ
甘
乱
筆
⑦
》
。
・
気
塾
巳
o
o
9
富
、
．
〉
と
名
け
π
の
で
あ
る
。
故
に
此
意
昧
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

心
理
學
は
全
然
内
観
を
排
除
し
あ
ら
ゆ
る
心
的
作
用
を
客
観
的
規
正
に
よ
ウ
研
究
せ
ん
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

に
あ
る
。
　
更
に
ゲ
ル
ン
の
唱
導
す
る
所
詮
此
に
観
せ
し
め
る
乙
と
が
禺
着
る
。
彼
に
よ
れ
ば
生

活
の
存
す
る
所
構
ム
精
帥
存
し
、
生
活
膿
の
み
が
精
霊
を
有
す
る
。
然
ら
ば
生
活
面
の
表
徴
は
何

ぞ
や
と
の
疑
問
を
掲
げ
之
に
廃
し
『
反
鷹
』
（
”
出
Φ
纂
§
粍
．
）
を
以
て
答
へ
て
居
る
。
精
紳
其
者
は
吾
人



脇

の
観
察
し
得
る
所
で
は
な
い
が
、
共
本
質
的
活
動
は
之
を
認
知
す
る
こ
と
が
禺
盛
る
。
而
し
て
刺

戟
と
反
鷹
と
の
間
に
知
る
べ
か
ら
ざ
る
精
並
存
す
る
。
　
か
く
て
心
理
學
は
知
る
べ
か
ら
ざ
る
精

聯
を
排
除
せ
る
生
活
膿
の
反
鷹
の
歪
な
う
と
結
論
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

　
　
　
　
　
　
三
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以
上
客
観
的
心
理
學
に
慰
す
，
る
諸
傾
向
の
主
張
す
る
所
を
概
観
し
π
の
で
あ
る
が
吾
人
は
之

が
批
評
を
試
む
る
に
至
り
て
先
づ
吾
入
の
心
理
學
の
概
念
及
研
究
方
法
に
揺
す
る
一
般
見
解
を

略
蓮
し
や
う
と
思
ぷ
。

　
麹
心
理
學
が
意
識
現
象
の
科
學
塾
ウ
て
ふ
こ
と
に
就
て
は
從
來
多
く
の
癖
者
の
殆
ん
ど
一
致

す
る
所
で
あ
る
。
例
へ
ば
ヴ
ン
ト
は
心
理
學
は
直
接
経
験
の
學
な
う
と
い
ひ
、
叉
工
。
ビ
ン
グ
ハ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

ス
は
心
理
學
は
精
帥
生
活
の
内
容
及
作
用
の
科
學
な
ウ
換
言
す
れ
ば
意
識
状
態
及
意
識
作
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腎

識
語
な
り
と
し
、
タ
ィ
チ
ナ
「
は
心
理
學
の
謝
象
は
心
な
れ
ど
竜
心
理
漏
斗
研
究
の
直
接
の
封
象
は

　
　
　
　
　
（
九
）

常
に
意
識
に
あ
ウ
と
云
っ
て
居
る
。
但
し
彼
は
近
著
に
点
て
意
識
の
語
を
除
去
し
て
は
居
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
）

そ
は
喉
名
の
問
題
で
あ
っ
て
根
本
の
愚
想
の
礎
更
し
π
の
で
は
な
い
。
，
更
に
チ
欝
エ
ン
込
回
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
一
）

理
學
は
麟
髄
生
理
心
的
並
行
現
象
に
膝
ず
る
心
的
現
象
を
取
扱
ふ
竜
の
で
あ
る
と
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
）

　
　
　
　
容
掘
酌
心
理
學
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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暫
學
研
究
　

第
二
＋
二
蟄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

リ
ワ
プ
ス
は
特
に
自
我
て
ふ
概
念
を
高
調
し
て
居
る
が
な
ほ
心
理
學
は
意
識
経
験
の
學
な
ウ
と
せ

る
瓢
に
於
て
同
じ
で
あ
る
。
離
昇
に
よ
れ
ば
心
理
學
は
霞
我
及
自
我
内
に
於
け
る
事
象
の
経
験

的
學
な
う
と
云
っ
て
居
る
。
吾
入
は
レ
嘗
マ
ン
と
共
に
是
等
の
定
義
を
要
約
し
．
心
理
學
は
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
四
）

現
象
の
科
學
な
う
と
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
あ
ら
ゆ
る
現
象
中
吾
人
が
最
も
直
接
に
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

験
し
得
る
事
實
は
意
識
の
存
在
と
い
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
外
界
の
存
否
如
何
は
之
を
疑
ひ
得
る
と

す
る
も
意
識
の
存
否
に
至
ウ
て
は
望
事
之
を
疑
ふ
こ
と
を
得
ず
、
意
識
の
存
否
を
疑
ふ
是
亦
一
の

意
識
現
象
た
る
を
失
は
ぬ
の
で
あ
る
。
即
意
識
は
吾
人
の
直
接
に
維
験
す
る
所
で
あ
っ
て
虻
ハ
存

在
は
到
底
之
を
拒
む
こ
と
が
出
來
顧
。
同
時
に
吾
人
の
許
さ
由
る
べ
か
ら
ざ
る
三
つ
の
屍
性
が

あ
る
。
即
そ
は
憂
化
的
、
統
一
的
、
相
甥
的
是
で
あ
る
。

　
先
づ
吾
人
に
潮
時
著
し
い
の
は
意
識
が
漫
化
的
な
る
ど
で
あ
る
。
恰
か
も
流
水
の
如
く
礎
韓

極
ウ
な
く
瞬
蒔
竜
停
止
す
る
ε
の
な
い
者
で
あ
る
。
此
事
は
吾
人
が
或
意
識
献
態
を
其
儘
に
持

績
せ
し
め
ん
と
努
力
す
る
と
き
最
竜
明
か
で
あ
る
。
吾
人
は
如
何
，
に
努
力
す
る
竜
一
定
の
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

現
象
を
同
一
朕
態
に
保
留
せ
し
む
る
ε
が
出
田
沸
。
同
一
歌
態
に
保
留
せ
ん
と
す
る
と
き
既
に

そ
は
洞
一
状
態
に
非
ず
望
郷
々
々
に
鍵
化
し
行
く
ど
を
認
む
る
ξ
が
出
來
る
。
　
次
に
墾
化
的
な

る
意
識
の
各
瞬
間
に
つ
き
て
之
を
見
る
時
は
、
そ
は
離
然
紛
然
控
る
者
に
罪
ず
し
て
桶
定
の
組
織



？，5

を
な
し
、
其
芥
部
分
は
全
霊
に
虚
し
或
二
言
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
前
の
瞬
間
と
後
の
瞬
間
と
亦

出
定
の
畷
係
を
有
す
る
急
な
る
乏
を
認
む
る
者
が
禺
來
る
。
　
即
全
意
識
は
統
一
的
二
二
を
な
す

竜
の
で
あ
る
。
更
に
考
ふ
る
に
此
面
化
的
葡
か
も
統
桶
的
な
る
意
識
は
意
識
と
し
て
濁
り
存
在

す
る
も
の
に
非
ず
し
て
必
ず
や
客
観
の
罫
立
を
預
想
す
る
者
で
あ
る
。
意
識
の
存
在
は
直
接
の

維
験
で
あ
る
と
云
っ
て
竜
同
時
に
其
庭
に
客
擬
世
界
の
存
在
を
假
定
せ
ず
し
て
は
意
識
の
存
在

竜
何
等
の
意
識
を
有
し
な
い
ε
と
な
る
。
帥
意
識
の
存
在
は
繕
封
的
に
非
ず
し
て
相
思
的
で
あ

る
芝
を
許
さ
ね
ば
な
ら
諏
。
故
に
意
識
現
象
は
客
観
の
熊
野
の
下
に
繕
乏
ず
麺
化
す
る
統
一
的

膿
系
で
あ
る
と
い
ふ
芝
が
繊
徹
る
。
帥
慶
化
蘭
、
統
一
舶
、
二
業
的
で
ぷ
此
三
つ
の
属
性
は
意
識
の

存
在
を
考
察
す
る
と
同
時
に
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
三
つ
の
大
な
る
事
端
で
あ
る
。

　
然
る
に
意
識
の
素
雪
大
属
性
は
適
々
以
て
そ
が
因
果
的
考
察
を
施
し
得
る
竜
の
な
る
≧
と
を

示
す
も
の
と
云
ム
こ
と
が
出
家
る
。
先
づ
第
帰
に
意
識
現
象
に
し
て
絶
封
的
存
在
愈
づ
と
す
れ

ば
奨
自
身
の
申
に
於
て
自
ら
自
己
を
考
察
す
る
竜
の
で
あ
る
か
ら
共
自
身
に
便
値
を
有
す
る
の

み
で
あ
っ
て
毫
も
之
に
よ
う
て
因
果
的
考
察
を
施
す
こ
と
が
出
摩
繊
。
二
っ
て
普
遍
学
債
値
を

有
す
る
こ
と
が
出
摩
澱
。
帥
因
果
的
考
察
を
施
し
得
る
た
め
に
は
該
現
象
以
外
の
他
の
も
の
に
，

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。
二
三
現
象
の
四
辻
は
相
野
的
潤
る
こ
と
を
預
想
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
霧
翻
的
心
理
學
に
麓
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
証
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一
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山
ハ

然
る
に
意
識
現
象
の
存
在
は
聖
画
的
に
あ
ら
ず
相
勤
艶
で
あ
る
か
ら
之
が
因
果
的
考
察
を
施
す

乙
と
が
出
駕
る
。
次
に
意
識
現
象
は
相
甥
的
存
在
な
う
と
す
る
も
慨
然
π
る
集
合
膣
に
過
ぎ
ず

と
す
れ
ば
其
要
素
相
互
の
問
及
其
要
素
と
全
膿
と
の
問
に
何
等
の
關
係
が
な
い
か
ら
之
に
封
し

因
果
的
考
察
を
施
す
乙
と
が
田
來
謁
。
邸
要
素
相
互
の
問
及
要
素
と
全
膿
と
の
問
殊
に
前
後
の

単
声
に
野
し
一
定
の
關
係
を
有
す
る
と
き
は
之
に
倒
し
因
果
的
考
察
を
施
す
．
こ
と
が
出
御
る
。

然
る
に
意
識
現
象
は
統
一
的
艦
系
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
之
に
聾
し
因
果
的
考
察
を
施

す
こ
と
が
出
煮
る
。
絡
ウ
に
意
識
現
象
が
相
封
的
存
在
に
し
て
統
一
的
膿
系
を
な
す
と
す
る
竜

常
恒
に
し
て
不
要
的
な
る
と
き
は
之
に
零
し
因
果
的
考
察
を
施
す
乙
と
が
出
來
澱
。
共
現
象
が

他
に
よ
多
て
考
察
せ
ら
れ
要
素
相
互
並
に
そ
が
益
薩
に
甥
し
一
定
の
驚
愕
を
有
す
と
す
る
も
、
各

瞬
間
に
何
等
の
墾
化
を
顯
は
さ
顧
と
す
れ
ば
各
要
素
に
分
解
し
種
々
な
る
條
件
の
下
に
如
何
な

る
媒
質
を
呈
す
る
か
を
究
明
す
る
こ
と
が
出
場
戯
。
肥
馬
に
野
し
凋
果
的
考
察
を
施
す
こ
と
が

出
來
諏
の
で
あ
る
。
然
る
に
意
識
現
象
は
養
化
的
で
あ
る
か
ら
上
意
昧
に
於
て
亦
因
果
的
考
察

を
施
す
こ
と
が
出
來
る
。
競
に
因
果
は
通
例
の
意
昧
に
於
け
る
も
の
を
指
し
心
的
因
果
て
ふ
特

殊
の
意
味
を
有
せ
ざ
る
乙
と
云
ふ
迄
竜
な
い
。

　
此
の
如
く
相
落
的
、
統
一
的
、
墜
化
的
で
ふ
意
識
現
象
の
三
つ
の
鵬
性
は
其
四
果
的
考
察
を
施
し



得
る
竜
の
な
み
乙
と
を
示
し
て
屠
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
心
理
學
の
頭
域
内
に
み
う
て
は
意
識

，
現
象
の
因
果
的
考
察
を
以
て
其
任
務
と
す
る
。
意
識
の
本
質
起
源
等
に
關
し
て
は
溺
に
論
究
を

要
す
る
が
、
そ
は
吾
入
の
叙
述
の
範
園
を
脱
し
て
居
る
。
　
吾
人
は
唯
意
識
て
ふ
現
象
に
つ
き
因
果

的
考
察
を
試
む
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。
意
識
現
象
は
云
ぷ
泡
竜
な
く
宇
宙
の
森
羅
萬
象
申
の
嚇

部
で
あ
5
、
心
理
學
は
即
談
意
識
て
ふ
特
殊
現
象
に
就
き
因
果
的
考
察
を
窪
む
る
菟
の
で
あ
る
。

勿
論
實
際
の
硯
究
に
際
し
て
は
搭
ず
し
竜
心
入
の
直
接
の
経
験
の
み
に
よ
る
竜
の
で
は
幽
く
し

て
後
に
翅
ぶ
る
・
が
如
く
種
々
問
擾
の
方
法
に
よ
う
研
究
す
る
≧
と
も
あ
る
が
、
是
等
継
接
の
方
法

ば
意
識
現
象
を
研
究
す
る
手
段
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
条
虫
合
に
も
吾
人
の
研
究
の
封

脇
差
る
も
の
は
意
識
現
象
を
畠
で
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
追
入
は
心
理
學
は
意
識
現
象
の
科
學

で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
繊
家
る
。’

四
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歳
入
は
已
に
心
理
學
は
意
識
現
象
の
豊
艶
で
あ
る
と
し
禿
。
然
ら
ば
此
の
如
き
心
理
學
に
於

け
る
研
究
を
徹
底
せ
し
む
る
だ
め
に
は
膚
ら
亦
二
つ
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。
帥
観

察
及
受
験
是
で
あ
る
。
観
察
法
は
・
薗
然
に
生
起
す
る
現
象
に
つ
き
考
究
を
逮
げ
以
て
其
魂
象
の

　
　
　
　
客
蹴
輪
叩
心
理
學
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
セ
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ｫ
質
を
考
察
す
る
に
あ
ウ
、
實
験
法
は
之
と
異
な
う
考
究
せ
ん
と
す
る
現
象
を
ば
或
盤
景
の
下
に

　
殊
更
に
生
起
せ
し
め
其
條
件
の
如
何
に
よ
ウ
て
該
現
象
が
如
穂
な
る
墾
化
を
呈
す
る
か
を
見
て

　
其
現
象
の
性
質
を
論
鐙
す
る
に
あ
る
。

　
　
前
々
に
述
べ
覆
る
如
く
心
理
學
は
意
識
現
象
の
科
學
で
あ
る
。
而
し
て
意
識
現
象
も
亦
他
の

　
．
諸
現
象
と
同
じ
く
吾
人
の
観
察
、
に
現
は
れ
亙
る
竜
の
で
あ
る
が
、
之
に
二
つ
の
途
が
あ
る
。
　
一
は

　
自
己
の
意
識
現
象
が
直
接
吾
人
の
槻
察
に
現
は
れ
顧
る
も
の
で
あ
っ
て
燐
謂
内
省
叉
は
内
観
と

　
宣
す
る
竜
の
が
是
で
あ
る
。
他
は
他
人
の
意
識
現
象
が
俗
形
を
假
ウ
て
吾
人
の
観
察
に
現
は
れ

　
來
る
竜
の
で
あ
っ
て
一
言
に
し
て
云
へ
ば
動
作
と
し
て
現
は
る
㌧
も
の
で
あ
る
。
更
に
叉
一
種

　
の
観
察
法
が
あ
る
。
　
そ
れ
は
他
人
が
自
己
自
身
の
意
識
を
槻
察
し
叉
は
更
に
他
人
の
動
作
を
観

　
察
し
之
を
叙
述
に
よ
ウ
て
盛
人
に
報
告
す
る
竜
の
で
あ
っ
て
．
聞
接
に
意
識
現
象
を
観
察
す
る
に

　
あ
る
。
前
門
者
は
之
を
直
接
親
察
と
愛
し
後
二
者
は
之
を
間
接
槻
察
と
云
ふ
こ
と
が
爾
來
る
。

　
此
の
如
く
心
理
學
の
槻
察
法
に
は
種
々
あ
る
竜
何
れ
の
揚
合
に
あ
ム
て
も
他
の
科
學
に
於
け
る

　
研
究
と
根
本
的
の
差
異
あ
る
を
見
な
い
。
或
は
内
雀
又
は
内
記
を
以
て
心
理
學
の
特
徴
と
な
し

　
他
の
科
學
と
此
黙
に
於
て
根
本
の
差
異
あ
る
如
く
見
る
登
竜
あ
る
が
．
そ
は
皮
相
の
見
に
過
ぎ
な

　
い
。
　
所
謂
内
省
叉
は
内
観
せ
ら
る
＼
意
識
は
既
に
客
観
性
を
帯
び
内
省
叉
は
内
観
す
る
貨
己
老



ρ
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三
論
せ
ら
れ
る
。
然
ら
ば
内
省
叉
は
内
観
す
る
灰
の
も
の
は
何
で
あ
る
か
。
　
こ
は
既
に
心
理
學

の
研
究
の
領
域
を
脱
し
更
に
他
の
考
察
を
要
す
る
。
吾
人
は
品
書
察
に
割
合
に
直
接
な
る
と
問

接
な
る
と
の
差
異
あ
る
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
兎
も
角
観
察
法
が
心
理
學
研
究
の
重
要
な
る
方

法
た
る
や
明
か
な
ム
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
併
し
な
が
ら
心
理
學
が
箪
な
る
観
察
法
の
み
に
よ
ウ
て
湾
究
せ
ら
る
＼
問
は
科
學
と
し
て
の

完
全
な
る
静
心
は
得
て
之
を
望
む
こ
と
が
出
前
澱
。
抑
心
理
學
の
観
察
法
は
或
言
入
の
意
識
経

験
を
告
知
す
る
に
過
ぎ
澱
。
　
從
っ
て
研
究
の
材
料
は
偶
然
的
産
物
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
一
般
的

債
値
少
く
之
に
よ
り
て
普
遍
的
法
則
を
導
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
此
欲
照
を
補
ふ
所
の

も
の
は
實
に
實
験
法
で
あ
る
。
蓋
し
心
理
學
の
研
究
甥
象
た
る
意
識
現
象
は
不
言
な
る
三
二
に

あ
ら
ず
し
て
縫
化
す
る
作
用
で
あ
る
。
故
に
其
作
用
の
起
源
進
行
の
歌
話
を
観
察
し
其
作
用
を

な
す
要
素
に
分
解
し
及
該
要
素
相
互
の
結
合
の
開
係
を
研
究
せ
ん
と
す
れ
ば
－
種
々
な
る
條
件
の

下
に
殊
更
に
或
意
識
作
用
を
惹
起
せ
し
め
共
薫
化
の
歌
態
を
研
究
す
る
を
要
す
る
。
　
郎
實
験
法

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。
但
し
此
揚
合
に
吾
人
の
直
後
に
誓
う
得
る
も
の
は
他
入
の
動
作
叉

は
言
語
に
凝
ウ
て
磯
表
せ
ら
る
＼
斯
の
竜
の
で
白
己
の
意
識
に
つ
き
て
は
殆
ん
ど
謡
言
を
施
す

こ
と
が
出
塁
膿
。
併
し
實
鹸
の
媒
介
者
た
多
動
作
又
は
言
語
は
意
識
現
象
の
準
則
叉
は
其
補
助

　
　
　
・
客
　
的
心
理
學
κ
就
て
　

㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
九
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者
で
あ
っ
て
吾
人
の
研
究
の
野
象
で
は
な
い
。
吾
人
の
研
究
す
る
所
は
其
に
よ
釦
て
知
り
得
べ

き
意
識
現
象
に
あ
る
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
豊
強
は
猫
ム
意
識
現
象
の
み
に
存
す
る
に
あ
ら
ず

し
て
一
般
に
物
理
現
象
叉
は
生
理
現
象
を
研
究
せ
ん
と
す
る
や
吾
人
は
叉
侮
等
か
の
媒
介
物
を

要
す
る
。
例
へ
ば
濫
度
を
測
定
す
る
に
水
銀
柱
を
以
て
す
る
が
如
き
で
あ
る
。
水
銀
柱
は
唯
濫

度
を
示
す
準
剛
に
過
ぎ
ず
、
吾
人
の
研
究
の
甥
象
は
水
銀
柱
に
あ
ら
ず
し
て
温
度
其
者
に
あ
る
の

で
あ
る
。
即
心
理
學
に
於
け
る
血
糖
と
他
の
心
癖
に
於
け
る
血
糖
と
全
然
溺
種
の
竜
の
と
な
す

は
大
獄
る
．
誤
で
あ
っ
て
根
本
に
於
て
相
一
致
す
る
も
の
と
云
は
な
げ
れ
ば
改
ら
毅
。
逸
し
て
其

事
知
性
如
何
は
一
に
面
魂
装
置
の
精
粗
と
實
験
關
興
者
の
注
意
如
何
に
よ
る
の
み
で
あ
る
。
・
唯

鼓
に
注
意
す
べ
き
ば
観
察
法
を
忽
諸
に
附
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
他
の
科
學
に
於

て
艶
然
ら
ん
竜
殊
に
心
理
學
に
於
て
は
割
合
に
直
接
な
る
観
察
法
帥
内
省
叉
は
内
観
が
あ
る
。
．

心
理
學
の
實
駒
に
際
し
是
等
観
察
が
重
要
な
る
規
正
者
禿
る
之
と
は
最
も
注
意
を
要
す
る
所
で

あ
る
。
部
観
察
と
業
晒
と
は
直
島
的
心
理
學
に
鉄
く
べ
か
ら
ざ
る
二
大
研
究
法
で
あ
る
と
云
は

な
け
れ
ば
な
ら
顧
。五
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心
理
學
の
概
念
及
其
研
究
法
に
關
す
る
吾
人
の
見
地
は
以
上
述
ぶ
る
如
く
で
あ
る
が
然
ら
ば

此
の
如
き
見
地
よ
う
し
て
所
謂
客
観
的
心
理
學
な
る
竜
の
を
観
れ
ば
何
う
で
あ
ら
う
か
。
吾
人

は
先
づ
所
謂
客
観
的
心
理
學
の
三
傾
向
各
に
つ
き
論
評
し
次
に
全
艦
に
撫
し
て
吾
人
の
所
懐
の

一
端
を
蓮
べ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
先
づ
機
能
心
理
學
的
傾
向
に
つ
き
て
は
、
エ
ン
ゼ
ル
が
吾
，
人
の
心
的
作
用
に
俘
ふ
生
理
作
朋
に

注
意
し
、
就
学
的
及
物
的
還
境
に
封
ず
る
二
足
の
仕
方
を
重
親
し
て
居
る
の
は
不
可
な
る
厨
以
を

見
な
い
の
で
あ
る
が
、
所
謂
全
膿
と
し
て
の
活
動
の
み
が
活
動
の
全
銀
で
は
な
い
。
殊
に
科
學
的

研
究
と
し
て
は
寧
・
ろ
禺
來
る
丈
之
を
要
素
に
分
解
し
其
要
素
相
互
の
異
土
を
考
究
す
る
を
以
て

其
重
な
る
任
務
と
し
次
げ
れ
ば
な
ら
澱
。
而
し
て
分
解
の
精
緻
な
る
ほ
ど
盆
科
學
の
登
達
を
促

す
竜
の
で
あ
る
か
ら
、
科
學
の
進
歩
を
願
ふ
竜
の
は
亦
分
解
の
精
緻
を
カ
め
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。

或
は
声
誉
の
精
聯
活
動
は
實
験
室
内
に
於
け
る
心
的
作
用
と
は
大
に
趣
を
異
に
し
て
居
る
と
し

て
心
理
學
的
分
解
の
債
値
に
疑
を
挿
む
も
の
竜
あ
る
が
、
こ
は
一
理
あ
る
に
似
て
而
か
竜
決
し
て

然
ら
ず
で
あ
る
。
實
際
人
生
の
活
舞
皇
に
現
は
れ
て
居
る
精
騨
的
活
動
が
實
験
揚
裡
に
於
け
る

心
的
作
用
と
大
に
趣
を
異
に
す
る
竜
の
あ
る
は
論
者
の
云
ふ
如
く
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
之
を

以
て
實
験
の
債
値
を
否
定
す
る
こ
と
は
田
來
諏
。
蓋
し
二
二
揚
裡
に
於
け
る
分
解
抽
象
は
一
般

　
　
　
　
客
槻
的
心
理
學
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
一
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の
原
理
を
見
出
さ
ん
と
す
る
を
以
て
目
的
と
し
て
居
る
。
實
際
の
鷹
用
如
何
は
学
究
の
關
興
す

る
限
う
で
は
な
い
。
　
こ
れ
は
他
の
科
學
に
於
け
る
竜
響
く
同
様
で
あ
る
。
．
實
際
の
物
理
現
象
化

學
現
象
は
實
験
三
番
に
現
は
る
㌧
物
理
作
用
化
學
作
用
と
は
大
に
趣
を
異
に
す
る
「
も
の
あ
る
も

物
理
話
者
化
業
者
は
毫
も
之
を
顧
慮
す
る
を
必
要
と
せ
漁
。
唯
物
理
作
用
化
學
作
用
に
黒
し
分

解
考
究
を
賭
け
一
般
の
原
理
を
探
究
す
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。
心
理
學
の
鷹
用
的
方
而
の
研
究

亦
吾
人
の
徴
濡
す
る
所
で
あ
っ
て
・
か
の
米
國
の
如
き
今
や
欧
瀦
大
戦
に
二
二
す
る
に
計
う
既
に

多
く
の
心
理
芸
者
を
ば
戦
時
に
於
け
る
各
種
心
理
的
研
究
の
事
業
に
從
忽
せ
し
め
つ
＼
あ
る
こ

と
最
近
の
鱗
雲
の
報
ず
る
所
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
心
理
學
者
が
唯
憶
想
の
活
動
の
み
を
云
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
五
）

し
て
徒
ら
に
磨
用
の
方
面
に
走
る
は
既
に
分
解
的
研
究
に
飽
き
π
る
を
話
す
る
も
の
で
あ
っ
て

黒
門
的
態
度
を
持
す
る
も
の
、
と
ら
ざ
る
所
で
あ
る
。
他
國
に
於
て
然
る
が
故
を
以
て
我
國
亦

然
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
理
由
は
存
せ
綴
。
勿
論
機
能
心
理
筆
者
の
所
謂
機
能
の
研
究
は
分
解
的

研
究
に
幾
多
の
光
明
を
與
ム
る
あ
う
殊
に
鷹
用
的
方
面
に
於
て
稗
盆
す
る
所
思
な
る
を
以
て
此

種
の
考
察
は
決
し
て
無
用
の
こ
と
で
は
な
か
ら
う
と
思
は
れ
る
が
、
た
あ
に
彼
等
が
分
解
的
研
究

の
債
値
を
輕
肥
す
る
傾
向
あ
る
は
最
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

　
訳
に
行
動
心
理
學
的
傾
向
に
於
て
行
動
を
以
て
心
理
學
の
研
究
の
野
象
な
ウ
と
す
る
は
心
理



4］3

學
を
否
定
す
る
竜
の
で
あ
る
。
　
マ
ク
ド
。
ガ
〆
が
科
染
毛
心
理
學
の
任
と
す
る
所
は
生
物
の
行
動

を
記
載
す
る
に
あ
う
と
し
て
居
る
の
は
甚
だ
矛
盾
の
言
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
行
動
を
記

載
す
る
は
行
動
學
と
云
ム
ベ
・
、
之
を
以
て
心
理
學
の
任
と
す
る
は
矛
盾
の
甚
し
き
竜
の
と
云
ム

べ
き
で
あ
る
。
殊
に
叉
有
機
膿
が
蚕
膿
と
し
て
の
活
動
或
は
統
一
膿
と
し
て
の
活
動
を
研
究
す

る
に
あ
う
と
云
ム
の
と
以
て
見
れ
ば
機
能
心
理
學
の
弊
を
反
復
し
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
機
能

心
理
學
に
甥
す
る
批
評
は
亦
此
に
適
用
す
る
こ
と
が
出
懸
る
。
叉
ワ
ト
ソ
ン
が
内
省
を
要
せ
ざ

る
心
理
學
と
云
ぶ
こ
と
を
云
っ
て
居
る
が
、
内
省
な
き
心
理
學
と
は
果
し
て
如
何
な
る
も
の
を
云

ふ
の
で
あ
る
か
。
若
叉
彼
の
云
ふ
如
く
内
省
心
理
學
の
問
題
の
解
明
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
な

ら
ば
其
意
味
に
於
て
矢
張
心
理
學
で
あ
っ
て
所
謂
行
動
は
手
段
に
し
て
研
究
の
封
象
で
は
な
い

こ
と
に
な
る
。
更
に
メ
「
メ
リ
書
は
心
的
及
杜
會
的
現
象
が
凡
て
生
理
質
的
用
語
に
仮
せ
し
め

得
る
に
至
る
と
云
っ
て
居
る
が
、
然
ら
ば
そ
は
心
理
學
と
稻
す
る
こ
と
が
出
雲
瞬
で
は
な
か
ら
う

か
。
勿
論
心
的
現
象
竜
他
面
よ
ク
見
る
と
き
は
生
活
現
象
で
あ
う
叉
は
物
理
現
象
野
面
現
象
で

あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
如
何
に
他
の
科
學
の
用
語
に
翻
し
得
る
と
す
る
も
心
理
現
象
は
依
然
と

し
て
他
面
に
存
在
を
失
ム
こ
と
は
あ
う
食
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
翻
麗
し
得
る
て
ふ
こ
と

㌧
蹄
着
せ
し
め
得
る
て
ふ
こ
と
は
混
同
す
べ
か
ち
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
此
の
如
き
は
所
謂
生
理

　
　
　
　
客
凝
的
心
理
學
に
就
て
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
蕊

、
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菅
學
研
　
究
　

箪
二
十
こ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睡
騰

的
説
明
な
る
も
の
、
典
有
す
る
蓮
弊
で
あ
っ
て
と
る
に
足
ら
ざ
る
謬
見
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。

　
絡
ウ
に
反
射
心
理
學
的
傾
向
に
正
し
て
は
ベ
ヒ
テ
レ
フ
の
厨
謂
反
射
心
理
學
竜
如
上
二
傾
向

と
頗
る
類
似
の
織
が
あ
る
。
彼
は
心
的
は
唯
に
主
観
的
の
み
な
ら
ず
其
に
件
ふ
腸
髄
内
の
客
槻

的
或
は
物
質
的
作
用
を
意
味
す
る
と
し
て
居
る
が
、
麟
髄
内
の
如
何
な
る
物
質
作
用
な
る
か
は
今

日
に
於
て
之
を
明
言
す
る
こ
と
が
二
君
繊
。
叉
だ
と
び
他
日
之
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
る

と
し
て
も
心
的
は
心
的
と
し
て
依
然
存
在
し
、
決
し
て
物
的
と
な
う
了
す
る
乙
と
は
あ
う
得
べ
か

ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
外
部
影
響
叉
は
外
部
現
象
は
心
理
學
の
研
究
の
二
言
に
あ
ら
ず

し
て
手
段
準
期
た
る
に
止
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ベ
ヒ
テ
レ
フ
も
亦
内
観
を
排
除
す
べ

き
を
高
調
し
て
居
る
が
、
ゲ
川
ン
が
精
紳
を
排
除
せ
る
生
活
膿
の
反
鷹
と
云
っ
て
居
る
の
と
同
様

に
そ
は
生
理
學
の
領
域
に
賞
す
る
竜
の
と
云
ふ
べ
く
心
理
學
の
研
究
甥
象
と
す
る
こ
と
が
禺
來

諏
。
忽
ふ
に
べ
ヒ
テ
ン
プ
は
之
に
よ
づ
て
強
し
き
學
問
の
領
域
を
開
拓
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ

ら
う
が
其
云
ふ
所
頗
る
暖
昧
に
し
て
徒
ら
に
新
を
趣
ぷ
観
あ
る
を
免
れ
諏
。
他
の
之
に
類
す
る

傾
向
と
同
じ
く
こ
は
輩
に
一
の
試
に
し
て
之
を
以
て
一
の
學
と
菰
す
禽
早
き
に
過
ぐ
る
嫌
な
き

に
あ
ら
ず
滑
、
あ
る
。
噸
所
謂
客
観
的
規
正
な
る
竜
の
は
決
し
て
雪
隠
の
勤
評
に
あ
ら
ず
し
て
其
手



段
た
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ね
。
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以
上
三
つ
の
傾
向
は
各
共
主
張
を
異
に
し
趣
の
蓮
存
す
る
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
竜
．
前
述
の
如

く
何
れ
も
心
理
學
の
研
究
は
客
槻
的
動
作
行
動
に
重
き
を
置
く
べ
き
を
高
調
せ
る
織
に
於
て
相

一
致
ず
る
竜
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
職
る
。
帥
機
能
心
理
學
的
傾
向
に
於
て
は
人
問
及
動
物
の
還

境
に
飽
す
る
順
鷹
殊
に
有
機
膿
が
全
禮
と
し
て
の
反
鷹
を
重
視
し
、
行
動
心
理
學
的
傾
向
に
あ
ム
’

て
は
生
物
の
行
動
を
研
究
す
る
を
以
て
心
理
學
の
任
と
し
、
バ
ー
メ
リ
薔
の
如
き
は
行
動
の
學
に

濁
立
の
地
位
を
與
へ
、
更
に
客
槻
心
理
學
的
傾
向
に
あ
ウ
て
は
全
然
客
観
的
規
正
に
よ
る
心
的
作

用
の
研
究
を
以
て
心
理
學
の
任
と
し
て
居
る
。
彼
等
が
動
作
行
動
に
重
黛
を
置
き
一
雨
研
究
の

方
面
を
開
拓
せ
ん
と
す
る
努
力
は
甚
だ
喜
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
吾
人
を
以
て
之
を
見
れ
ば
共
根
抵

に
曾
て
大
な
る
謬
見
の
存
し
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
・
蓋
し
吾
人
が
直
接
に
知
ウ
得
る
は
良
己
の

意
識
の
み
に
限
ウ
他
人
の
意
識
に
至
う
て
は
之
を
間
接
の
方
法
殊
に
表
出
蓮
動
叉
は
外
部
動
作

に
よ
卦
て
之
を
知
る
外
に
途
が
な
い
の
は
彼
等
の
論
ず
る
如
く
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
研
究
の

方
法
叉
は
手
段
と
研
究
の
嘱
望
と
は
駿
号
す
る
を
要
す
る
。
吾
人
が
心
理
學
の
研
究
に
際
し
客

　
　
　
　
客
羅
的
心
理
學
に
競
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

捌
証
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哲
學
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二
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四
六

槻
的
行
動
動
作
を
と
ム
來
る
も
是
れ
軍
に
研
究
の
手
段
補
助
た
る
に
止
卦
決
し
て
研
究
の
封
象

π
る
竜
の
で
は
な
い
。
研
究
の
封
象
は
響
く
意
識
現
象
に
存
す
る
こ
と
前
已
に
蓮
べ
た
る
如
く

で
あ
る
。
或
は
客
観
的
心
理
學
の
主
張
す
る
所
何
れ
に
あ
ウ
と
す
る
竜
虜
ら
亦
意
識
現
象
を
取

扱
っ
て
居
る
所
あ
う
と
し
て
之
を
辮
託
す
る
者
あ
ら
ん
も
、
此
の
如
き
は
甚
し
き
矛
眉
で
あ
っ
て

學
者
は
須
ら
く
其
態
度
を
明
瞭
に
し
て
研
究
に
從
生
す
べ
き
で
あ
る
。
即
客
概
的
心
理
學
が
其

研
究
の
鍔
象
に
封
ず
る
見
解
は
誤
れ
る
の
甚
し
き
菟
の
と
云
ふ
べ
く
若
夫
れ
機
能
、
行
動
、
反
射
其

者
が
研
究
の
忍
駒
と
な
る
と
云
は
猛
そ
は
翫
に
心
理
歴
た
る
の
名
を
除
く
べ
く
正
々
堂
々
機
能

學
、
行
動
學
、
反
射
學
を
樹
立
で
べ
き
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
事
鼓
に
至
れ
ば
心
理
學
と
は
全
然
渡

交
捗
な
る
べ
き
を
畳
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。

　
家
に
客
槻
的
心
理
學
に
あ
う
て
は
共
研
究
方
法
と
し
て
亦
所
講
客
観
的
方
法
を
重
要
親
す
る

よ
う
し
て
勢
農
ら
内
省
叉
は
内
観
を
輕
号
す
る
傾
向
が
生
ず
る
。
　
此
の
如
き
傾
向
は
前
述
の
如

く
到
る
露
に
之
を
見
出
す
こ
と
が
出
弱
る
が
、
殊
に
ベ
ヒ
テ
レ
フ
の
如
き
は
登
然
内
観
を
排
除
し

て
心
的
作
用
を
客
観
的
規
正
の
み
に
ょ
う
研
究
せ
ん
と
し
フ
ト
ソ
ン
に
争
う
て
は
全
然
内
省
を

要
せ
ず
意
識
の
問
題
を
煩
は
さ
ず
し
て
行
動
の
研
究
を
行
ふ
ご
乏
が
出
來
る
と
極
言
し
て
居
る
。

併
し
な
が
ら
内
省
を
排
除
せ
る
心
理
妙
な
る
竜
の
が
果
し
て
成
立
し
得
る
や
は
甚
だ
疑
ふ
べ
き
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も
の
が
あ
る
。
　
灰
謂
内
省
を
除
去
せ
る
行
動
の
學
客
観
的
規
正
に
よ
る
反
射
の
“
學
な
る
竜
の
は

實
に
行
動
學
反
射
學
π
る
に
留
う
其
自
身
心
理
學
と
い
ぶ
こ
と
を
得
ず
，
心
理
學
の
研
究
に
役
立

つ
養
う
そ
は
心
理
學
の
補
助
た
る
に
留
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
共
故
に
テ
ィ
チ
ナ
書
の
如

き
竜
其
新
著
に
於
て
意
識
の
語
を
避
け
内
省
の
語
を
除
か
ん
と
し
て
居
る
に
竜
拘
は
ら
ず
猫
時

と
し
て
愚
察
の
語
に
よ
う
て
内
省
の
意
を
偶
し
カ
る
所
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
ラ
ク
ミ
，
ヒ
は
千
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
†
六
）

百
五
年
よ
う
千
九
百
六
年
に
至
る
米
國
の
一
般
心
理
學
霊
化
に
現
は
れ
た
る
論
文
中
内
省
的
研

究
は
非
内
省
的
實
験
的
研
究
の
約
二
倍
牛
あ
う
と
し
．
而
し
て
過
去
十
年
間
に
於
て
常
態
の
成
人

心
理
學
に
致
せ
る
貢
獄
は
他
の
何
れ
の
方
法
よ
ウ
も
内
省
に
負
ふ
所
甚
大
な
ウ
と
云
っ
て
居
る

が
實
際
の
状
況
を
報
告
し
尤
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
要
．
す
，
る
に
心
理
學
の
研
究
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
七
）

は
内
省
叉
は
内
傷
一
般
に
観
察
と
面
心
と
は
爾
々
必
要
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
方
法
で
あ
っ
て
何
れ

を
重
属
し
何
れ
を
輕
心
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
　
オ
シ
ッ
プ
、
ル
リ
ェ
の
云
へ
る
如
く
心
理
學
の
方
法

は
軍
に
主
概
的
に
竜
あ
ら
ず
叉
軍
に
客
面
的
に
も
あ
ら
ず
爾
方
面
よ
う
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
毅

と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
＋
八
）

　
更
に
注
意
す
べ
き
は
歯
面
的
心
理
學
に
煽
て
は
分
解
的
研
究
を
蔑
親
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
殊
に
所
謂
機
能
心
理
學
的
傾
向
に
於
て
甚
し
い
や
う
で
あ
る
。
彼
等
は
云
ふ
、
意
識
は
生
活

　
　
　
　
客
槻
的
心
理
娯
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
　
　

四
七



48

　
　
　
　
暫
畢
研
究
　
　
第
二
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

す
る
事
績
事
象
で
あ
る
。
然
る
に
分
解
偉
者
は
解
剖
せ
ん
が
π
め
に
之
を
殺
し
、
π
め
に
意
識
を

原
初
の
形
に
於
て
差
す
能
は
ざ
る
に
至
る
と
。
併
し
な
が
ら
テ
，
チ
ナ
書
の
評
し
カ
や
う
に
こ
れ

は
生
物
學
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
生
物
盛
者
が
組
織
を
ば
筋
繊
維
或
は
瀞
維
細
胞
の
複
合
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
九
）

し
て
記
述
す
る
と
き
誰
人
込
繊
維
及
細
胞
先
づ
存
も
有
機
的
生
長
の
早
期
に
よ
う
組
織
を
形
成

す
る
た
め
持
來
さ
る
て
ふ
事
を
意
嘉
す
る
も
の
は
な
い
で
あ
ら
う
。
，
此
際
生
長
す
る
所
の
も
の

は
繊
維
及
細
胞
よ
ウ
な
る
組
織
其
者
で
あ
る
。
帥
心
理
癖
者
が
意
識
を
ば
威
畳
の
融
合
観
念
の

結
合
よ
う
な
る
と
考
ふ
る
の
は
恰
か
も
生
理
學
者
が
筋
は
繊
維
よ
う
な
る
と
考
ふ
る
と
同
一
で

あ
る
。
心
理
聖
者
の
目
的
が
意
識
を
知
ウ
之
を
理
解
す
る
に
あ
う
と
す
れ
ば
其
唯
嚇
の
途
は
憲

識
を
ば
個
々
に
分
解
す
る
に
あ
う
分
解
な
く
し
て
科
學
的
研
究
を
継
げ
ん
と
す
る
は
不
可
能
の

乙
と
＼
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
心
理
學
が
壷
掘
の
二
筋
を
脱
し
賢
息
と
し
て
濁
立
の
地
歩
を

占
む
る
に
至
っ
た
の
は
僅
か
に
撒
十
年
來
の
こ
と
に
馬
す
る
。
而
か
も
早
く
既
に
科
學
的
研
究

の
第
一
の
任
務
π
る
分
解
を
厭
ふ
に
至
っ
た
の
は
甚
だ
奇
怪
な
る
乙
と
で
あ
っ
て
吾
人
は
盆
精

緻
な
る
分
解
の
武
器
に
ょ
う
て
意
識
の
本
構
に
押
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
霞
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
と
關
聯
し
て
猶
鼓
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
滋
の
は
心
理
學
の
研
究
は
行
詰
で

あ
る
と
い
ム
言
を
間
々
耳
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
錦
最
初
心
理
學
の
研
究
の
地
象
と
な
つ
π
の
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は
主
と
し
て
所
謂
意
識
の
客
観
的
方
面
で
其
主
観
的
方
面
の
研
究
は
割
合
に
近
時
に
魅
し
て
居

る
。
恰
か
膝
甲
學
に
於
て
世
界
の
問
題
先
づ
旭
ウ
て
近
世
に
奪
う
圭
観
の
研
究
に
向
ひ
し
と
甚

趣
を
同
じ
く
す
る
竜
の
が
あ
る
。
然
る
に
意
識
の
主
心
的
方
面
の
研
究
は
往
々
に
し
て
吾
人
を

哲
學
的
思
索
に
導
く
も
の
が
あ
ウ
其
研
究
の
困
難
な
る
よ
ウ
し
て
科
學
的
研
究
を
施
し
得
ざ
る

も
の
と
思
惟
き
る
㌧
に
至
σ
π
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
此
考
は
同
時
に
一
方
に
於
て
は
意
識

研
究
の
鎗
は
此
方
面
に
あ
少
と
い
素
考
を
起
さ
し
め
、
四
っ
て
從
家
の
所
謂
客
観
的
方
面
の
研
究

は
既
に
行
詰
で
あ
ム
債
値
な
き
竜
の
と
し
て
考
へ
ら
る
＼
や
5
に
な
つ
泥
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
は

併
し
な
が
ら
謬
見
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
職
。
所
謂
客
槻
的
方
面
の
研
究
も
未
だ
な
ほ

問
題
を
以
て
充
さ
れ
て
居
ウ
其
研
究
の
興
味
の
織
に
於
て
敢
て
主
観
的
方
面
の
研
究
に
劣
っ
て

居
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
軍
諏
。
吾
人
ぼ
敢
て
問
題
の
古
き
を
患
へ
ず
其
研
究
の
態
度
の
如
何
を

憂
ふ
る
の
み
で
あ
る
。
元
來
吾
人
の
研
究
の
題
欝
は
到
る
慮
に
充
満
し
て
居
る
。
問
題
は
霊
さ

れ
て
居
る
と
か
行
詰
で
あ
る
と
か
云
ふ
者
は
墨
型
の
聖
歌
を
知
悉
せ
ざ
る
者
の
嘆
語
に
過
ぎ
諏
。

徒
ら
に
薪
を
追
う
て
結
局
何
者
を
も
得
る
乙
と
な
き
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
吾
人
の
研
究
の
範

園
は
廣
大
に
し
て
研
究
の
題
目
は
横
溢
し
て
居
る
、
吾
人
は
唯
興
趣
の
趣
く
が
儘
に
之
を
追
及
す

べ
き
で
あ
る
。
客
観
的
心
理
學
の
問
題
と
す
る
所
は
建
に
日
新
生
面
な
る
や
竜
知
れ
澱
が
そ
れ

　
　
　
　
客
魏
的
心
理
學
に
就
て
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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蓄
學
　
研
　
究
　
　
第
二
十
二
號
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
○

は
問
題
で
あ
る
。
何
等
か
の
獲
物
は
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
が
或
は
二
期
に
反
す
る
ヒ
と
が
あ
る

か
も
知
れ
ぬ
。
聯
詩
登
生
學
的
研
究
な
る
も
の
勃
興
し
高
等
な
る
意
識
の
産
物
力
る
宗
敏
藝
術

を
ば
原
始
時
代
に
瀕
ム
て
研
究
せ
ん
と
努
力
し
．
つ
＼
あ
る
が
研
究
の
｝
面
と
し
て
必
ず
し
も
不

可
で
は
な
い
が
果
し
て
何
者
を
か
獲
π
で
あ
ら
5
か
。
二
者
は
興
殊
に
從
ひ
之
に
趣
く
を
妨
げ

な
い
が
こ
は
熟
考
を
．
要
す
る
。
　
ギ
オ
ラ
璽
は
．
行
動
論
は
心
の
表
徴
の
論
に
し
て
心
理
學
に
代
る

べ
き
組
織
に
あ
ら
ず
と
云
っ
て
居
る
の
は
味
ふ
べ
き
言
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
聖
）

O

　
絡
り
に
＝
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
綴
の
は
吾
人
の
一
般
の
研
究
の
態
度
に
つ
い
て
Ψ
あ
る
。
學
h

術
研
鋸
の
態
度
は
凡
そ
之
を
二
つ
に
匠
心
す
る
乙
と
が
出
置
る
。
　
郎
一
は
矛
盾
の
黙
を
過
重
す

る
も
の
他
は
一
致
の
織
を
重
訂
す
る
竜
の
、
前
者
は
分
解
に
重
き
を
置
き
後
者
は
綜
合
を
主
と
す

る
の
で
あ
る
。
即
前
者
は
自
然
を
ば
事
實
の
集
合
と
見
る
に
反
し
後
者
は
法
門
の
膿
系
と
異
從

っ
て
前
者
は
経
験
を
重
ん
じ
直
観
に
空
き
て
主
張
す
る
に
反
し
後
者
は
理
論
を
主
と
し
概
念
に

訴
ヘ
イ
論
蓮
す
る
傾
向
が
あ
る
。
此
二
種
の
態
度
の
敦
れ
が
正
配
な
う
や
と
問
は
母
吾
人
は
共

に
正
當
な
ら
ず
と
答
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
カ
ン
ト
が
云
っ
た
や
う
に
『
直
観
な
き
概
念
は
室
慮
に



・

5＆

し
て
概
念
な
き
直
観
は
盲
竃
で
あ
る
』
勿
論
爾
態
度
は
認
底
離
る
，
べ
か
ら
ざ
る
闇
係
に
あ
る
の
で

あ
る
が
少
く
と
も
・
研
究
の
出
磯
瓢
に
際
し
研
究
者
の
胸
申
に
は
慮
ら
↓
定
の
傾
向
あ
う
其
度
各

種
の
事
情
條
件
に
よ
ム
各
人
｝
な
る
を
得
諏
竜
の
で
あ
る
。
併
し
大
面
に
於
て
経
験
に
重
き
を

置
く
と
き
吾
人
之
を
科
學
蘭
と
云
ひ
概
念
を
主
と
す
る
と
き
之
を
無
燈
的
の
語
を
以
て
言
表
す

と
す
る
と
き
は
學
術
研
究
の
態
度
に
は
矛
盾
の
織
を
重
秘
し
分
解
に
重
き
を
置
き
直
心
に
基
く

経
瞼
的
遊
戯
的
な
る
と
一
致
の
瓢
を
重
親
し
綜
合
を
主
と
し
理
論
を
奪
び
概
念
に
訴
ふ
る
唯
理

的
哲
婦
的
な
る
と
あ
る
と
云
ふ
ζ
と
が
繊
逸
る
。
若
し
一
方
の
み
眞
に
し
て
他
は
勲
爵
な
う
と

せ
ば
大
な
る
誤
で
あ
っ
て
爾
者
は
常
に
共
存
し
而
か
込
各
入
に
よ
ウ
其
共
有
の
度
を
異
に
し
て
、

居
る
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
然
ら
ば
吾
入
は
果
し
て
如
・
何
な
る
研
究
の
態
度
に
出
で
＼
吾
人
の
立
脚
地
と
す
べ
き
で
あ
る

か
。
　
吾
入
は
哲
學
岩
に
あ
ら
ず
科
學
を
研
究
せ
ん
と
す
る
竜
の
で
あ
る
。
　
薗
よ
う
分
解
、
経
験
、
直

観
を
重
ん
じ
之
を
塞
礎
と
し
根
抵
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
勿
論
で
あ
る
が
共
後
景
に
於
て

絵
合
、
理
論
、
概
念
の
指
導
岩
が
な
け
れ
ば
な
ら
諏
．
蓋
し
眞
に
科
學
を
研
究
せ
ん
と
す
る
竜
の
は

哲
學
の
後
景
あ
る
を
要
し
二
二
學
を
研
究
せ
ん
と
す
る
竜
の
は
其
材
料
を
恩
怨
の
里
雪
よ
う
と

二
黒
ら
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
而
し
て
科
學
研
究
者
と
文
學
研
究
者
と
の
介
る
＼
所
以
は
其
館
主

　
　
　
　
麓
蜘
脚
晶
粥
心
理
學
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
一



諺

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
二
や
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
こ

と
す
る
黙
の
相
違
に
あ
る
の
み
で
あ
る
。
即
一
は
實
行
者
の
位
置
に
あ
う
て
見
者
の
境
を
窺
ム

竜
の
他
は
見
者
の
地
位
に
あ
ウ
て
實
行
者
の
境
を
看
る
も
の
で
あ
る
。
吾
人
は
即
経
験
を
重
ん

じ
其
奥
底
に
於
て
常
に
理
論
に
着
眼
し
つ
＼
進
む
。
へ
き
で
あ
る
。

　
吾
人
は
學
術
研
究
の
態
度
を
論
じ
哲
學
的
態
度
と
科
學
的
態
度
と
を
匪
劉
し
だ
の
で
あ
る
が

今
観
察
殊
に
内
観
と
實
験
と
の
關
係
に
つ
い
て
此
態
度
を
鷹
ぜ
し
む
る
こ
と
が
、
出
家
る
。
帥
内

濁
を
過
重
慣
す
る
竜
の
は
哲
學
的
態
度
に
鷹
じ
實
験
を
過
重
黙
す
る
も
の
は
男
旱
的
態
度
に
鷹
【

ず
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
心
理
學
の
申
に
嫡
男
が
あ
ム
科
學
が
存
す
る
。
勿
論
此
封
鷹

は
巌
密
な
る
意
味
に
於
て
云
ふ
の
で
は
な
く
其
態
度
に
類
似
の
職
あ
る
よ
う
か
く
分
つ
に
過
ぎ

、
な
い
の
で
あ
る
。
吾
入
は
之
に
つ
き
最
早
細
説
す
る
之
と
を
せ
澱
。
唯
心
に
は
カ
ン
ト
の
口
吻

を
か
う
て
次
の
如
く
一
言
す
れ
ば
足
る
。
　
曰
く
『
實
験
な
き
内
観
は
塞
虚
に
し
て
内
観
な
き
實
験

は
盲
目
な
ら
』
と
。
所
謂
客
観
的
心
理
學
の
控
め
に
吾
人
の
憂
ふ
る
所
は
、
そ
が
鈴
ウ
に
盲
目
な
る

識
に
霧
す
る
。
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